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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究は、鍼灸師の職能団体および開業鍼灸師個人の介護予防・傷害予防に関する取り
組みについての認識と実践内容を、保健医療行動科学的視点より分析し、介護予防・傷害
予防の領域での鍼灸師の専門職としての活動の可能性について明らかにすることを目的と
したものである。本研究は序章と 4つの章および終章（結論）で構成されている。 
序章では、地域での介護予防活動における鍼灸師と医療関連専門職の現状と課題を解説
し、本論文の目的と意義を明らかにしている。 
第 1 章「鍼灸師による介護予防の可能性を探る」では、本研究全体の背景として、人口
の高齢化と平均寿命の延伸に伴う介護予防・傷害予防の取り組みの必要性と、介護予防領
域での鍼灸師の取り組みに焦点をあて、先行研究のレビューを通して鍼灸師による介護予
防の現状と活動の可能性について検討した。その結果、①鍼施術の有効性に関する研究の
質の向上と集積が進んでいること、②2005年の介護保険制度改正当時から、開業鍼灸師個々
による介護予防活動が実施されていたこと、これらのことから、鍼施術は健康の維持増進
や予防法としての活用が期待でき、今後更に鍼施術による介護予防活動に関するエビデン
スを蓄積し、広く社会に普及させることで、多くの鍼灸師が介護予防・傷害予防に寄与で
きる可能性を示した。 
 第 2 章「鍼灸師による介護予防運動支援の取り組み―介護予防運動指導員養成講座受講
者へのアンケート調査―」は、独自の実証的研究の報告である。鍼灸師の職能団体である
公益社団法人日本鍼灸師会が、地域での介護予防を担う専門職としての鍼灸師の活動を推
進するために実施している「介護予防運動指導員養成講座」を受講した鍼灸師 619 人を対
象に、アンケート調査者による量的研究を行った。鍼灸師の業務と介護予防運動支援の状
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況、および運動支援の取り組みを促進する要因について検討している。その結果、介護予
防関連の知識、運動支援のニーズが高い人の来院、他職種・他機関との連携等に対し困難
感が少ないことが、運動支援の実施に対する促進要因であることを明らかにしている。 
 第 3章「鍼灸師による介護予防活動 ―運動支援実践者へのインタビューの質的分析―」
では、第２章の量的研究の結果を受けて、鍼灸師の介護予防への取り組みをさらに具体的
に明らかにするために行われた質的調査の結果を報告している。地域で鍼灸師が実践して
いる介護予防運動支援に注目し、鍼灸師が施術業務に介護予防実践を組み込む局面におい
て、どのような条件を有しているのかを明らかにするために、鍼灸師 11名を対象に半構造
化面接法によるインタビュー調査を用い質的分析を行った。その結果、鍼灸師は鍼灸施術
に加え、運動支援に関連した知識・技術を身に着け、その実践を付加することで介護予防
の効果を高める可能性を示した。 
 第 4章「鍼灸師の職能団体によるスポーツ傷害予防の取り組み―大阪マラソン 2017ボラ
ンティア活動―」は、傷害予防の観点から取り組まれた実践の調査分析である。第 7 回大
阪マラソン大会での鍼灸師会のケアブースを利用した 303 人のランナーを対象に、問診票
とアンケート票から利用者の特性、ケア活動の内容と普及効果について検討した。その結
果、この活動が鍼灸師への信頼や鍼灸師の業務への理解、傷害予防の啓発に繋がっている
ことを明らかにしている。 
第 5章は、「結論」の章である。本研究で得られた知見は次の通りである。①鍼や灸を用
いるだけではなく、接触鍼やツボ刺激、経絡などの東洋医学的知識を用いて痛みを緩和す
るとともに、いわゆる不定愁訴などに対し、心理的・精神的、身体的な効果をもたらすこ
とが、介護予防・傷害予防領域における鍼灸師の専門職としての可能性であることが明ら
かとなった。②鍼灸師による介護予防・傷害予防実践を促進する要因は、介護予防の必要
性を認識し、介護関連、コミュニケーションなど鍼灸以外の知識・技術があること、介護
予防・傷害予防のニーズのある人と接触する機会が多いこと、他職種との連携に対する困
難感が低いことである。③施術所内において個々に実践している人は多く、施術所内での
実践経験が、施術所外での取り組みに繋がっている。④鍼灸師の職能団体による健康維持
と傷害予防への取り組みは、鍼灸師への信頼の形成に有効である。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本研究は、鍼灸師の職能団体および開業鍼灸師個人の介護予防・傷害予防に関する取り
組みについての認識と実践内容を保健医療行動科学的視点より分析し、介護予防・傷害予
防の領域での鍼灸師の専門職としての活動の可能性について示したものである。 
2016年末現在、就業はり師 116,007人、きゅう師 114,048人であり、前年度より約 7,400
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人増加している。しかし鍼灸の受療率は低迷を続けており、資質の向上と共に鍼灸の普及
啓発は職能全体として取り組むべき課題とされている。 
鍼灸師の一部は研究機関や医療機関に所属しているが、多くは個人開業またはそこに勤
務している。鍼灸治療の今後の展望としては、鍼灸師の養成教育において医療従事者とし
ての知識や技術の向上に重きを置き、理療科臨床の技術を身につけさせ、医療システムの
中に鍼灸を統合する方向が考えられる。しかし、現状はその可能性は具体的ではなく、著
者は、特に開業鍼灸師の今後の展望として、介護予防・傷害予防といった社会的目的に沿
った活躍の場を模索し、その可能性を明らかにしたことが本研究の成果であるといえる。
それは、地域に根付く「健康の保持・増進の分野における鍼灸」としての活動である。①
高齢者の健康づくり、病気の予防、社会参加の促進への寄与 ②地域社会の生活・健康へ
の寄与など、鍼灸師の活躍できる可能性について言及している。また、今後の鍼灸師の養
成課程において、介護予防や傷害予防の必要性、保健医療行動科学的な教育をする必要性
を指摘しており、医療・福祉のみならず、スポーツや健康等、様々な分野の専門職との関
わりを持ち、鍼灸師の業務に関する認知度を向上させることの重要性を提言している。 
これまで鍼灸師の職能団体や鍼灸師個人が取り組む介護予防・傷害予防の実践を保健医
療行動科学的視点から分析した研究はなく、この領域での鍼灸師の専門職としての可能性
について明らかにした点に本研究の社会的意義があり、本研究の独自性といえる。 
研究方法は、質問紙に基づく量的研究および半構造化面接法によるインタビュー調査を
用いた質的分析を丁寧に行っている。これらは、いずれも適切に実施され、データ解釈及
び分析も適切に行われている。 
その結果、鍼灸師による介護予防の取り組みは、その専門性を活かし、鍼灸を用いて痛
みを緩和し症状を和らげると共に、運動を促す、運動に繋げる、指導するなど、運動支援
を付加することで介護予防領域での活躍が期待できることを示している。そのために鍼灸
師は、鍼灸施術に加え、運動支援の関連知識・技術を身に着け、その実践を担えるような
研修を鍼灸師職能団体として継続することが重要であると考えられる。 
